
　

組
合
員
の
皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
西
城
町
森
林
組
合
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
色
々
と
組
合
活
動
に

ご
協
力
ご
理
解
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
は
、
例
年
に
比
べ
気
温
が
高
く
積
雪
も
無

く
林
業
で
の
現
場
は
、
事
業
が
、
西
城
町
内
で
出

来
る
状
況
で
大
変
有
難
い
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
異
常
気
象
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨

年
日
本
列
島
を
襲
っ
た
台
風
15
号
・
19
号
・
21
号

に
伴
う
低
気
圧
に
よ
る
防
風
・
豪
雨
災
害
等
が
あ

り
ま
し
た
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
一
番
身
近

な
農
林
業
に
お
い
て
も
、多
く
の
水
が
必
要
で
す
。

降
る
時
期
に
は
、
あ
る
程
度
必
要
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
治
山
・
治
水
の
重
要
性
を
認
識
す
る
年
が

続
き
ま
す
が
、
今
年
は
災
害
の
な
い
一
年
で
あ
る

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
国
の
方
で
は
、
森
林

経
営
管
理
法
の
施
行
と
森
林
環
境
譲
与
税
の
開
始

に
よ
る
放
置
さ
れ
た
山
林
の
管
理
が
進
む
シ
ス
テ

ム
が
出
来
上
が
り
、我
が
国
の
森
林
・
林
業
に
と
っ

て
大
き
な
転
換
期
と
な
る
年
で
し
た
。
今
年
よ
り
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本
格
的
に
稼
働
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
庄
原
市
と
廿
日
市
に
あ
る
ウ
ッ
ド
ワ
ン
と

協
定
し
、
庄
原
市
の
木
材
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

研
究
を
始
め
ま
す
。
西
城
町
森
林
組
合
は
、
以
前

よ
り
原
木
取
引
を
行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
庄
原
市
内
の
成
熟
し
た
木
材
の
有
効
活

用
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
、
安
定
供
給
に
つ
い
て
互

い
に
研
究
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
木
材
の
国
内
全
般
で
の
総
需
給

量
は
、
８
，
２
４
８
万
㎥
前
年
比
0.8
％
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
少
子
化
な
ど
に
よ
る
住
宅
需
要
の

低
迷
を
反
映
し
た
形
と
な
り
ま
し
た
が
、一
方
で
、

林
業
の
機
械
化
の
進
展
や
出
材
作
業
の
効
率
化
が

進
む
中
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
な
ど
の
増
設
も

進
み
、
燃
料
用
チ
ッ
プ
が
、
大
き
く
増
加
し
た
こ

と
が
需
要
量
全
体
を
押
し
上
げ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
木
材
自
給
率
は
、
36
・
６
％
で

前
年
に
比
べ
0.4
ポ
イ
ン
ト
増
加
と
な
り
８
年
連
続

の
上
昇
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
組
合
一

番
の
取
引
先
の
鳥
取
県
の
大
手
合
板
工
場
も
70
％

以
上
が
国
産
材
に
移
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
企
業
が
、
木
材
を
熱
源
と
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
に
参
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

C
材
（
低
質
材
）
の
需
要
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
木
材
需
要
に
期
待
出
来
る
時
代
が
近
い
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
度
よ
り
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
及
び
持

続
的
な
林
業
経
営
の
確
立
と
と
も
に
森
林
の
公
益

機
能
の
維
持
発
揮
を
図
る
と
言
う
目
的
で
、
西
城

町
で
特
に
再
造
林
事
業
、
そ
の
後
の
下
刈
事
業
費

用
に
対
し
て
西
城
町
森
林
組
合
が
、
原
木
を
納
品

し
て
お
り
ま
す
。
大
手
製
材
会
社
及
び
地
元
素
材

生
産
業
者
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
、

再
造
林
費
用
の
負
担
金
軽
減
及
び
下
刈
負
担
金
軽

減
の
た
め
、
当
組
合
の
拠
出
を
含
め
、
基
金
の
創

設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
循
環
で

き
る
林
業
を
行
う
こ
と
で
、
林
家
の
メ
リ
ッ
ト
及

び
森
林
の
公
益
機
能
の
維
持
発
揮
・
雇
用
の
安
定

確
保
が
、
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
尚
、
引

き
続
き
国
の
機
関
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
（
旧
公
団

造
林
）
の
新
規
契
約
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

木
材
価
格
は
、
安
定
取
引
の
た
め
、
近
年
ほ
ぼ

保
合
状
況
で
す
。
市
場
等
で
は
、
微
妙
に
変
動
し

て
お
り
ま
す
。
高
値
で
は
、
ヒ
ノ
キ
１
９
，０
０
０

円
ス
ギ
１
２
，０
０
０
円
位
で
す
。
西
城
町
森
林
組

合
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
素
材
生
産
量
が
、

国
内
全
般
で
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
こ
の
冬

は
、
出
材
量
が
全
国
的
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
値

崩
れ
を
避
け
る
た
め
最
善
の
努
力
を
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
組
合
運
営
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
計
画
以

上
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
代
会
に
お
い

て
成
果
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
西
城
町
森
林
組
合
の
理
事
・
監
事
の

3
年
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
年
で
あ
り
ま

す
。
幅
広
い
人
材
の
方
に
出
て
頂
き
組
合
運
営
に

お
い
て
活
躍
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
中
、

林
業
技
能
者
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
言
う
課
題

に
対
し
て
も
、
国
の
制
度
あ
り
ま
す
。
緑
の
雇
用

研
修
制
度
等
を
利
用
し
、
人
材
育
成
の
拡
充
に
加

え
、
安
全
で
魅
力
あ
る
職
場
へ
と
就
労
環
境
の
改

善
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
国
土
の
事
前
防
災
・
減
災
に

む
け
て
の
森
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
時
代
に
は
林
業
の
会
議
に
出
席
す
る
と
、

枕
詞
の
よ
う
に
「
林
業
を
取
巻
く
情
勢
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た

も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
時
代
遅
れ
に
な
る
日
が
来

る
よ
う
願
っ
て
西
城
町
森
林
組
合
が
、
先
頭
に
立

ち
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
西
城
町
森
林
組
合

　
　
　
　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
津
田
　
幸
則
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理事の定数及び役員選出区及び推薦委員選出区域
選出区分 区　　　　　　　　域 理事定数 監事定数 推薦委員数

１

庄原市西城町
西城

横町・本町・中町・十日市下・十日市中・
十日市上・明神町上・明神町中・明神町下

３人 １人

２人

庄原市西城町
大佐

五日市一・五日市二・五日市中・五日市上・
松ケ平下・松ケ平上・大佐下・大佐上・大佐沖 ２人

庄原市西城町
入江

小別当・荻野・的場・小坂・大戸一・大戸
二・大屋大戸 ２人

庄原市西城町
栗 栗上・栗中・栗下・栗沖 ２人

庄原市西城町
平子

奥名上・奥名下・中平子・土井原・竹原上・
竹原下・竹之河内・馬場瀬・丑之河 ２人

２

庄原市西城町
中野

有田・本郷・一日市・亀崎・宮の段・兼利・
胎蔵寺

３人 １人

２人

庄原市西城町
八鳥

八日市下・八日市上・清正・隠地・日南・
小原谷・重国谷・法京寺・内京 ２人

庄原市西城町
熊野

小原・別所・田鋤・長者原・下尺田・中尺田・
上尺田・下今西・上今西・福山 ２人

庄原市西城町
大屋

塩田・下本谷・本谷陽・本谷・寺谷・三田・
二本栃・黒谷下・黒谷上・中迫 ２人

３

庄原市西城町
小鳥原

一の組・地明・仲仙道・保賀谷・坂根・
奥八鳥・梶谷

２人 １人

２人

庄原市西城町
油木 上組・平組・灰庭・石原・衣木・中組・門平 ２人

庄原市西城町
三坂 上市場・下市場・中東組・岩祖・中西組 ２人

庄原市西城町
高尾 下高尾・上高尾・植木 ２人

合計 ８人 ３人 ２６人

役員改選について
　本年は、役員（理事、監事）の改選です。下記のとおり実施しますのでご協力ご理解お願
い申し上げます。

　１. 改選事由　	 現役員（理事・監事）の任期満了に伴う改選	
　２. 推薦委員の選出届及び役員候補者の承諾書提出期限		
　　　 　　　　　	 令和２年３月１７日（火）１７時００分	
　３. 役員推薦会議	令和２年３月２５日（水）　 ９時００分～１区（旧西城地区）	
		  令和２年３月２５日（水）１０時００分～２区（旧美古登地区）	
		  令和２年３月２５日（水）１１時００分～３区（旧八鉾地区）	
　４. 役員の選任	 第５８回通常総代会　（６月開催）	
　５. 役員定数	　　１区　理事　３名　監事　１名	
　	 　　２区　理事　３名　監事　１名	
	 　　３区　理事　２名　監事　１名	
　６. 役員任期  　　３年	
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令和元年12月20日（金）　西城自治振興センター

講義していただいた藤本講師 挨拶する津田組合長

講義していただいた渡邉指導総務課長

安全宣言する職員代表

労働安全衛生大会及びコンプライ労働安全衛生大会及びコンプライ
アンス研修を開催しました。アンス研修を開催しました。

令 和
元年度

　兵庫県より藤本講師をお招きし「安全は経営トップの決意から」「安全とは
リスクとは」「ヒューマンエラーと指差呼称」について講義を受けました。

①目的・概要の把握	 	
②準備　「やらなければならない事」「やってはな
らない事」を整理把握する。
③本作業　「やらなければならない事が出来ている
か」「やってはならないことをしていないか」	
④完了確認　不備な部分の修正
⑤引渡し	 	 	

周囲の環境＋人間の特性  が絡んだ結果　　ヒューマンエラーが起きる!!ヒューマンエラーが起きる!!

ヒューマンエラーを起こさない為に　　注意の方向付けを指差呼称で!!注意の方向付けを指差呼称で!!

広島県森林組合連合会より、渡邉指導総務課長をお招きし
作業手順について講義を受けました。

大会の最後に安全宣言を

行い、「完全無事故無災害」

を誓い終了しました。
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地区懇談会を開催しました！！

庄原でいきいき働く就職ガイダンスに参加しました。

　令和元年10月24日（木）に庄原市総
合体育館において庄原実業高等学校、
庄原格致高等学校、西城柴水高等学校
の高校２年生を対象に開催されまし
た。短い時間ではありましたが、興味
を持って説明を聞かれていました。

　令和２年１月22日（水）～23日（木）の2日間に多くの組合
員さんにお越しいただき、組合運営等について説明しました。

・林業情勢と森林組合の運営状況について
・森林経営計画及び森林環境保全支援事業について
・庄原市森づくり事業について
・搬出間伐事業の概要について
・実行事業（林業以外の立木伐採及び草刈等）の受
　託について
・役員改選について		 	 	 	 	
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　トラックに積込まれた後は、専属の運送業者により、大屋の集荷土場に出荷先ごとに選
別され各工場等へ運搬されます。

木材搬出　作業システム

伐倒（チェーンソー）

木寄せ・積込（ｳｨﾝﾁ付きグラップルソー）

荷卸し・トラック積込（グラップル）

枝払い・玉切り（ハーベスタ）

運材（フォワーダー）

トラック積込・運搬（専属業者）

伐 倒

積 込

土山場・
荷卸し

トラック
積込・運搬

運 材

枝払・
玉切
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草刈り作業

作業後

作業前
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山林所得について！！山林所得について！！

林良関係の特例等 通常の税率等

〈山林所得に係る所得税の計算〉
①山林所得の計算
・概算経費控除（必要経費計算の
簡便化）立木販売収入から50％を
必要経費として控除
・森林計画特別控除
   立木販売収入から20％を控除
　（立木販売収入が2,000万円を超
　える部分は10％）
・山林所得の特別控除
　立木販売収入から50万円を控除

②税額計算
・分離５分５乗課税方式（超過累進
　税率の緩和）
　課税山林所得金額×1/5×税率×5
　　　　　=山林所得に対する税額

所得税額速算表

課税所得の金額（Ａ） 算　式

195万円以下
の金額 （Ａ）×5％

195万円を超え
330万円以下
の金額

（Ａ）×10％-9.75万円

330万円を超え
695万円以下
の金額

（Ａ）×20％-42.75万円

695万円を超え
900万円以下
の金額

（Ａ）×23％-63.60万円

900万円を超え
1,800万円以下
の金額

（Ａ）×33％-153.60万円

1,800万円を超え
4,000万円以下
の金額

（Ａ）×40％-279.60万円

4,000万円超 （Ａ）×45％-479.60万円

丸太の販売収入

概算経費控除
50％

森林計画
特別控除
20％

特別
控除
50万

山林
所得

伐採搬出経費
運搬、販売経費

立木販売収入

新入職員紹介
　１月１日より西城町森林組合にてお世話になることになりました、高尾将也
と申します。
　これまでは、ＩＴ関係や介護の仕事をしておりました。林業業界は未経験ですが、
１日でも早く仕事を覚えて、皆様のお役に立てるよう努力いたします。
　これから、どうぞよろしくお願い致します。高尾　将也
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